
金
融
上
の
取
扱
に
不
均
衡
を
生
じ
、

F
O
B建
取
引
が
不
円
滑
と
な
る
棋
が
あ
る
等
の
実

情
に
鑑
み
、
邦
船
刺
用
の
位
進
、
外
貨
節
約
等
の
趣
旨
か
ら
輸
入
貨
物
の
海
外
運
賃
及
び

保
険
料
関
係
手
形
に
つ
い
て
も
貿
易
手
形
制
度
を
準
用
す
る
こ
と
と
し
、
手
形
則
聞
は
運

賃
又
は
保
険
料
の
支
払
日
か
ら
輸
入
貨
物
の
税
込
時
を
基
準
と
し
て
輸
入
手
形
決
済
資
金

関
係
手
形
の
場
合
と
同
一
の
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
期
日
迄
の
期
間
と
す
る
と
と
と
し

た。

‘
叶

w-

そ
の
他
の
輸
入
諸
掛
資
金
関
係
手
形

従
来
通
り
ス
タ
γ
プ
手
形
制
度
を
適
用
し
、
手
形
期
間
は
原
則
と
し
て
二
ヶ
月
以
内
と

し
た
。

村
本
行
に
お
け
る
取
扱
方

輸
入
手
形
決
済
資
金
関
係
手
形
、
輸
入
貨
物
海
外
運
賃
及
び
保
険
料
関
係
手
形
は
割
引

適
格
貿
易
手
形
と
し
て
割
引
に
応
じ
得
る
こ
と
と
し
、
割
引
の
日
か
ら
手
形
期
日
迄
の
期

間
が
三
ヶ
月
を
超
え
る
手
形
に
つ
い
て
も
内
規
第
六
十
三
条
の
「
特
-
一
定
ム
ル
場
合
」
と
し

て
割
引
に
応
じ
得
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
他
の
輸
入
諸
掛
資
金
関
係
手
形
は
従
来
通
り
ス
タ
ン
プ
手
形
と
し
て
担
保
貸
付
に

応
じ
得
る
扱
で
あ
る
。

国
本
措
置
実
施
に
よ
る
金
利
負
担
の
変
化

信
用
状
開
設
よ
り
輸
入
手
形
到
着
迄
の
期
間
(
甲
段
階
〉
を
二
ヶ
月
、
輸
入
手
形
到
着
後
の

.貸
付
期
間
(
乙
段
階
)
を
一
一一ヶ
月
と
し
た
場
合
の
金
利
負
担
を
従
来
の
外
国
為
替
貸
付
制
度
に

よ
っ
た
場
合
と
改
正
措
置
に
よ
っ
た
場
合
と
を
比
較
す
る
と
次
り
通
り
で
あ
る
。

従

来

の

外

国

為

替

貸

付

改

正

措

置

に

よ

る

場

合

に

よ

る

場

合

(

年

利

)

(

年

利

)

ゾ

D

ノ
O

銀

諸

行

顧

客

減

行

願

%

客

γF

6
〆

叩

段

階

一
一-iO

二
・五

二
・
O

二
・五

乙

段

階

四

・

O

五
・
O

五
・
八

四

七

ニ

ニ

通

算

一

ニ
ー

一

四

)
O

回
二
一
一O
閉

五

h
一一一八

引
円

刑
問

刊

少

泊

ジ

実

数

一一
一一一
一て
一一一一一一

一
六
六
・
六
六

一
七
九
・一二
一一
一

二
一
一四
・
二
ハ

(
一
万
弗
に
つ
き
)

(
註
)
叩
段
階
の
企
剰
は
年
四
%
で
あ
る
が
、
甲
段
階
の
貸
付
金
額
(
輸
入
信
阿
状
捌
霞
保
統
金
V

が
信
用
状
金
額
の

五
O
%
と
な
っ
て
い
る
の
で
省
褒
で
は
乙
段
階
の
貸
付
金
柑
酬
を
基
準
と
し
て
年
二
%
と
し
た
。

【
脳
和
二
十
六
年
十

一
月
五
日
】

総
務
部
短
信

昭
和
二
十
七
年
分

十

二

月

通
貨
発
行
限
度
の
変
更
に
つ
い
て

十
二
月
十
五
日
第
十
五
回
通
貨
発
行
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
年
度
末
誌
の
資
金
需
給
見
透
、

通
貨
発
行
限
度
等
に
つ
き
検
討
さ
れ
た
。

資
金
需
給
見
透
に
よ
れ
ば
年
度
末
、
通
貨
発
行
高
は
四
、
七
O
O億
円
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
通
貨
発
行
高
が
年
末
を
除
き
略
新
限
度
内
で
収
ま
る
よ
う
限
度
を
引
上
げ
る
趣
旨
か
ら

新
限
度
は
四
、
七
O
O億
円
と
決
定
し
た
。

円
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
十
五
日
】

昭
和
二
十
七
年
分

月

農
業
手
形
制
度
の
改
正

農
業
手
形
制
・
肢
に
つ
い
て
は
、
農
家
経
済
の
現
状
に
鍛
み
、
従
来
の
制
度
に
一
部
の
改
正
を

加
え
、
昭
和
ご
十
七
年
度
に
お
い
て
も
引
続
き
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
改
疋
の
要
点
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

一
、
米
、
麦
の
統
制
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
本
制
度
の
運
用
に
支
障
を
来
た
す
こ
と

の
な
い
よ
う
向
}
部
落
内
の
借
入
農
家
五
人
以
上
(
小
売
業
者
よ
り
借
入
を
行
う
場
合
に
お

い
て
部
落
内
五
人
以
上
の
結
合
が
困
難
な
と
き
等
己
む
を
得
な
い
場
合
は
、
同
一
市
区
町
村

内
の
借
入
農
家
主
人
以
上
〉
の
連
常
借
入
と
し
た
。
(
従
来
は
単
独
又
は
共
同
借
入
の
形
式
で

あ
り
、
共
同
借
入
の
場
合
に
お
い
て
も
、
債
務
は
借
入
農
家
別
の
個
別
債
務
で
、
連
帯
債
務

と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
〉

二、

農
業
手
形
担
保
貸
付
利
子
歩
合
に
つ
い
て
は
、
先
般
の
本
行
革
準
利
子
歩
合
改
訂
の
際
、

二
十
六
年
度
の
農
業
手
形
担
保
貸
付
利
子
歩
合
を
経
過
的
指
置
と
し
て
特
に
引
上
前
の
適
用

利
手
歩
合
(
日
歩

一
銭
六
厘
以
上
)
に
据
置
い
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
新
基
準
貸
付
刺
子
歩
合

(日
歩
-
銑
八
厘
以
上
)
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
と
共
に
、
本
制
度
に
よ
る
市
中
貸
出
金
利

の
最
高
限
度
に
つ
い
て
は
、
農
林
中
金
系
統
機
関
の
収
支
状
況
に
鑑
み
右
引
上
分
の
う
ち
一

座
を
農
林
中
金
に
、

一
座
を
末
端
農
家
に
負
担
ぜ
し
め
る
趣
旨
を
以
て
夫
々
次
の
通
り
指
導

す
る
こ
と
と
し
た
。
〈
括
弧
内
は
利
鞘
〉

六一

五



付

録
改

正

後

現

行

本

行

日

歩

一

一

銭

λ
厘

以

上

日

歩

一

銭

六
厘
以
上

農

中

日

歩

二

銭

(

二

厘

鞘

)

日

歩

一

銭

九

厘

〈

三

厘

鞘

〉

信

連

日

歩
二
銭
二

厘

(

ご
一腹

鞘

〉

日

歩
二
銭
一

厘

〈

二
座
翰
〉

協

組

日

歩
二
銭
五
厘
(
一
一一
匝
鞘
)
日
歩
二
銭
四
鹿
〈
三
厘
鞘
)

銀

行

日

歩

二
銭
二

麗

(

四

厘

鞘

〉

臼

歩
二
銭
-
厘
〈
五
鹿
給
)

小
売
業
者

R
歩
二
銭
五
匝
(
三
一
腹
柑
)

口
歩
二
銭
四
匝
ハ
コ
一
座
鞘
〉

な
お
適
用
作
物
、
適
用
対
象
資
材
、
融
資
限
度
、
融
資
期
間
並
び
に
始
則
及
び
終
刷
に
つ

い
て
は
い
ず
れ
も
従
来
通
り
で
あ
る
外
、
北
海
道
に
お
け
る
鍬
殺
作
付
農
家
に
対
す
る
農
業

手
形
共
済
基
金
よ
り
の
貸
付
限
度
反
当
六
百
円
が
九
百
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

【
附
和
二
十
七
年

一
月
五
日
】

特
需
関
係
綿
製
品
及
び
毛
製
品
の
貿
易
手
形
の
取
担
方
に
つ
い
て

従
来
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
に
よ
り
織
紺
一ム業
関
係
所
要
資
金
に
つ
い
て
使
過
の
認
め
ら
れ
た

原
柿
及
び
原
毛
引
取
業
者
(
紡
制
)
並
び
に
毛
織
専
業
者
に
つ
い
て
は
貿
易
手
形
制
度
の
適
用
を

認
め
な
い
扱
と
な
っ
て
い
た
が
、

ζ
れ
は
輸
出
繊
維
品
の
製
造
が
註
文
生
産
よ
り
見
込
生
産
に

移
行
し
た
の
に
伴
い
、
業
界
の
要
望
に
よ
り
従
来
の
輸
出
契
約
を
基
礎
と
す
る
優
遇
措
置
に
代

え
て
ス
タ
ッ
プ
手
形
制
度
の
み
に
よ
る
優
遇
拍
世
に
統

一
す
る
趣
旨
に
よ
り
摂
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
特
需
に
つ
い
て
は
若
干
右
と
突
慌
を
異
に
す
る
の
で
今
後
は
次
の
取
扱
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

パ門
次
の
各
要
件
を
満
た
し
、
巴
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
裁
量
に
よ
り
貿
易

手
形
制
度
の
適
用
又
は
準
用
を
認
め
て
差
支
え
な
い
こ
と
。

ω
特
需
(
G
・
S
-
A
・
米
軍
鵬
闘
機
関
等
の
先
註
)
で
あ
る
こ
と
。

例
当
該
受
註
業
者
の
通
常
の
見
込
生
産
品
と
民
る
も
の
の
発
匙
で
金
額
的
に
も
可
成
の
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

付
当
該
受
粧
品
が
当
該
受
従
業
者
に
つ
き
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
〈
工
業
手
形
を
除
〈
)
の
泊

用
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
原
材
料
な
相
当
程
度
使
用
し
て
生
旅
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

同
ス
タ
ソ
プ
手
形
制
度
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る
原
材
料
を
使
用
す
る
部
分
に
つ
い
て
は

右
相
当
部
分
に
つ
き
貿
易
手
形
制
度
の
泊
問
又
は
準
用
に
当
り
こ
れ
を
柑
除
す
る
取
扱
と

し
、
且
つ
二
軍
金
融
と
な
ら
な
い
よ
う
特
に
そ
の
取
扱
に
注
意
す
る
こ
と
。

【
昭
和
二
十
七
年
一
月
五
日
】

ムハ一

六

臨
時
金
融
制
度
懇
談
会
の
設
置
に
つ
い
て

大
部
省
に
お
い
て
は
昨
年
末
金
融
制
度
の
整
備
改
善
に
つ
い
て
各
界
権
威
者
の
意
見
を
聴
取

す
る
た
め
の
大
蔵
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
臨
時
金
融
制
度
懇
談
会
を
設
置
し
、
次
の
諸
氏
に

委
員
を
委
嘱
し
た
。

な
お
十
二
月
二
十
七
日
の
第
-
回
会
合
に
お
い
て
は
今
後
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
意
見
の

交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
懇
談
会
の
会
長
に
は
前
本
行
総
裁
新
木
栄
吉
氏
が
互
選
さ
れ
た
。
本
年

に
入
り

一
月
八
日
及
び
十
一
日
に
会
合
が
聞
か
れ
、
貯
菩
債
券
の
発
行
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ

れ
た
。

金

融

界

二
見
賞
知
鰍
(日
本
銀
行
副
総
裁
)
佐
疎
喜
一
郎
(
全
国
銀
行
協
会
迎
合
会
々
長
)

川
北
村
制

一
(
全
国
飢
行
協
会
迎
合
会
副
会
長
)
亀
山
科
(
全
国
地
方
銀
行
協
会
占
町
長
)

揚
河
元
戚
(
農
林
中
央
金
陣
理
事
長
〉
松
・
助
制
下
古
(
全
国
相
互
銀
行
協
会
理
事
長
)

遊

楽

界

石
川

一
一郎
(
経
済
団
体
迎
合
会
会
長
)

杉

逝

助

(大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
)

学
識
経
験
者

新
木
栄
士
口
(
東
京
世
力
会
長
)

国

会(
衆
議
院
議
員
〕

(
参
議
院
議
員
)

藤
山
愛
-
一
郎
〈
東
京
商
工
会
議
所
会
蹴
〉

山
際
正
道
〈
日
本
輸
出
銀
行
専
務
理
事
)

佐
藤
重
述
、
小
坂
普
太
郎
、
小
山
長
規

平
沼
弥
太
郎
、
愛
知
挟

一
、
小
林
政
夫

【
昭
和
二
十
七
作
十

一
月
十
六
H
】

国
連
朝
鮮
復
興
機
関
(U
-
N
-K
・R
・A
〉
発
註
関
係
所
要
資
金
に
つ
き
貿
易
手
形
制
度
準
用

一
九
五

O
年
秋
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
聞
か
れ
た
国
述
総
会
の
決
議
に
基
い
て
設
問
さ
れ
た
困
辿

朝
鮮
説
興
機
関
(d
E
Z門

戸

Z
巳
5
5
同。円

gロ
MH20ロ
$
2
2芯
回
〉
例
。
ロ
ミ
)
は
、
本
部

を
ジ
ユ
ネ
1
ヴ
に
、
支
部
を
釜
山
及
び
東
京
に
世
い
て
朝
鮮
の
統
一
、

観
興
に
関
す
る
計
画
の

実
施
に
当
り
、
本
州
に
お
い
て
も
朝
併
の
復
興
に
饗
す
る
物
資
等
の
先
註
を
行
っ
て
い
る
が
、

外
貨
独
仰
の
点
に
お
い
て
何
等
一
般
の
輸
出
等
の
場
合
と
興
ら
な
い
実
情
に
艦
み
、
問
機
附
の

発
散
に
係
る
物
資
の
製
造
、
加
工
、
施
術
又
は
役
務
の
提
供
に
要
す
る
資
金
に
つ
い
て
料
自
動

乱
に
伴
う
米
市
川
見
機
附
発
従
関
係
所
要
資
金
の
場
合
と
問
臓
の
方
式
に
よ
り
貿
易
手
形
制
度

を
準
用
す
る
こ
と
与
な
っ
た
。



な
お
発
註
担
当
官
の
指
定
は
行
お
ず
、
国
連
朝
鮮
復
興
機
関
の
名
に
お
い
て
発
註
さ
れ
る
も

の
は
す
べ

て
貿
易
手
形
制
度
を
準
用
す
る
扱
で
あ
る
。

【昭
和
二
十
七
年

一
月
十
六
日
】

月

特
別
定
期
預
金
及
び
特
別
金
銭
信
託
の
実
施
並
び
に
「経
済
自
立
特
別
貯
蓄
運
動
」
の
実
施

各
界
予
て
の
要
望
で
あ
っ
た
特
別
定
期
預
金
及
び
特
別
金
銭
信
託

(所
間
無
記
名
定
期
預
金

等
〉
は
、

ニ
月
十

一
M
よ
り
二
年
掘
り
に
復
活
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
二
月
二
日
大
蔵
省

銀
行
局
長
通
牒
を
以
っ
て
関
係
金
融
機
関
へ
油
連
さ
れ
た
。
本
件
は
、
証
書
を
・
無
記
名
に
す
る

代
り
に
、

利
子
に
つ
い
て
は
源
泉
選
択
謀
税
方
法
に
よ
り
五

O
%の
税
金
が
源
泉
徴
収
さ
れ
る

が
、
割
噌
金
附
定
期
預
金
と
結
び

つ
く
こ
と
に
よ
り
、
無
記
名
、
非
課
税
の
預
金
を
取
扱
え
る

こ
と
と
な
る
の
で
、
貯
蓄
増
強
上
当
面
最
も
有
効
な
措
置
と
し
て
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る。

次
に
こ
の
機
を
捉
え
、
木
行
は
大
蔵
省
と
共
催
で
二
月
十
一

H
よ
り
一
一
一月
末
日
ま
で
本
年
度

最
後
の
特
別
貯
蓄
運
動
と
し
て
「
経
済
自
立
特
別
貯
蓄
運
動
」
を
全
国
に
展
開
す

る
が
、
総
裁

は
、
四
日
木
行
で
聞
か
れ
た
東
京
都
貯
部
推
進
費
員
会
に
臨
席
さ
れ
、
「
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
の

問
題
に
つ
ト
て
も
、
世
上
イ
ー
ジ
ー
な
考
え
方
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
資
木
の
蓄
秘
と

い
う
地
道
な
常
逝
以
外
に
解
決
の
途
は
な
い
し
、
又
こ
れ
で
必
ず
達
成
し
得
る
自
信
が
あ
る
。

自
分
も
許
す
限
り
地
方
へ
出
掛
け
、
日
本
経
済
の
実
情
を
国
民
一
人

一
人
と
膝
つ
き
合
せ
て
話

し
あ
い
た
い
。
無
記
名
定
期
預
金
の
復
活
を
機
に
、
金
融
関
係
者
は
貯
蓄
の
増
強
に
心
身
を
な

げ
す
て
て
努
力
し
成
果
を
挙
げ
ら
れ
た
い
」
と
激
励
さ
れ
た
。

門
昭
和
二
十
七
年
二
月
五
日
】

特
需
代
金
を
見
返
り
と
す
る
外
貨
借
入
の
抑
制
と
緯
国
動
乱
関
係
貿
易
手
形
の
運
用
に
つ
い
て

本
邦
為
替
銀
行
が
業
者
の
た
め
特
需
代
金
を
見
返
り
と
し
て
外
国
銀
行
よ
り
外
貨
を
借
入

れ、

こ
れ
を
外
国
為
替
管
理
委
員
会
へ
売
却
し
て
そ
の
円
貨
代
り
金
を
業
者
に
文
払
い
、

業
者

は
こ
れ
に
よ
っ
て
貿
易
手
形
を
返
済
す
る
と
い
う
、
所
制
特
鰯
代
金
見
返
り
の
外
線
フ
ァ
シ
リ

テ
イ
の
使
用
は
昨
年
末
迄
に
こ
O
六
億
円
(
昨
年
末
残
高
一一
一
一
億
円
〉
に
達
し
て
い
る
が
、
こ
の

フ
ァ
シ
リ
テ
イ
使
用
に
伴
い
必
要
と
す
る
外
国
為
替
管
理
委
員
会
の
円
資
金
量
を
騒
滅
す
る
趣

旨
よ
り
今
後
特
需
金
融
に
つ
い
て
は
次
の
要
領
に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
貿
易
手
形
に
よ
り
調
達

せ
し
め
る
こ
と
L

な
っ
た
。

付
手
形
期
間
(
四
ヶ
月
以
内
の
必
要
最
短
期
附
)
は
実
情
に
即
し
て
査
定
す
る
と
共
に
、
支
払

遅
延
等
の
た
め
手
形
期
限
の
延
長
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
四
ヶ
月
の
純
間
内
に
お
い
て

切
替
を
認
め
て
な
る
べ
く
外
銀
フ
ァ
シ
リ
テ
イ
宏
利
用
す
る
必
要
が
な
い
織
に
す
る
こ
と
。

総
務
部
短
信

昭
和
二
十
七
年
分

伺

契

約
か
ら
代
金
受
領
迄
の
期
間
が
四
ヶ
月
を
超
え
る
こ
と
が
己
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
所
定
の
手
続
に
よ
り
手
形
朋
闘
を
延
長
し
て
手
形
切
替
を
認
め
る
柑
置
を
訴
ず

る
こ
と
。

な
お
今
後
特
別
の
理
由
に
よ
り
右
取
扱
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
等
巴
む
を
得
な
い
場

合
の
外
原
則
と
し
て
外
銀
フ
ァ
シ
リ
テ
イ
の
使
用
を
認
め
な
い
こ
と
L
し
た
。
又
綿
闇
動
乱
関

係
貿
易
手
形
の
木
行
に
お
け
る
取
扱
は
従
来
通
り
一
一一ヶ
月
以
内
に
満
期
の
到
来
す
る
も
の
(
但

し
役
務
関
係
を
除
〈
〉
に
つ
い
て
は
再
制
扱
と
し
、

三
ヶ
月
を
魁
ゆ
る
も
の
は
担
保
貿
易
手
形

と
し
て
取
扱
う
も
の
で
あ
る
。

【昭
和
二
十
七
年
二
月
五
日
】

萌
地
域
及
び
オ
ー
プ
ン
勘
定
地
域
よ
り
の
輸
入
促
進
の
た
め
の
金
融
措
置
に
つ
い
て

英
時
資
金
及
び
オ
I
プ
γ
勘
定
に
か
L

る
外
貨
資
金
の
累
積
に
対
処
し
、
路
地
域
誕
び

に

オ
ー
プ
ン
勘
定
地
域
か
ら
の
輸
入
促
進
の
た
め
、
左
の
要
領
に
よ
っ
て
=
月
十
八
日
よ
り
外
国

為
替
貸
付
を
実
施
す
る
こ
と
L

な
っ
た
。

付
貸
付
方
式

外
岡
為
替
銀
行
(
以
下
為
替
銀
行
と
い
う
。
)
の
輸
入
手
形
符
決
済
に
必
要
と

す
る
外
貨
資
A
慨
を
本
行
が
外
凶
為
替
管
理
装
員
会
(
以
下
養
員
会
と
い
う
。
)
か
ら
買
入
れ
、

為
替
飢
行
に
貸
付
け
る
も
の
と
し
、
オ
ー
プ
ン
勘
定
に
つ
い
て
は
、
木
行
が
為
替
銀
行
の
た

め
に
決
請
し
て
、
為
替
銀
行
に
対
す
る
外
国
為
抽
官
貸
付
と
す
る
。

同

貸

付
の
対
象

的
棉
花
、
鉄
鉱
石
、
強
粘
結
炭

付
合
理
化
に
必
要
な
機
械
装
置
、
船
舶

同

貸

付

期

間

船
積
書
類
到
着
後
原
則
と
し
て

一
年
以
内
の
必
要
最
知
期
間
と
す
る。

同
利
息
の
徴
収

川
剃
息
は
年
四
分
以
上
と
し
、
延
滞
利
息
は
年
一
一
剖

一
分
と
す
る
。
〈
為
替
相
蹴
行
が
顧
客

に
対
し
貸
付
け
る
と
き
の
利
鞘
は
年
一

分
を
超
え
な
い
械
に
指
押
す
る
も
の
と
す
る
。
)

制

徴

収
力
法
貸
付
冗
本
の
返
金
の
際
、
後
取
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
。

同

担

保

附
為
替
銀
行
が
輸
入
業
者
か
ら
徴
求
す
る
輸
入
業
者
振
出、

需
要
者
支
払
並
び
に
引
受
、

為
替
銀
行
受
取
、

支
払
期
日
を
原
則
と
し
て
振
出
日
か
ら

一
年
以
内
の
確
定
日
付
と
す
る

為
替
手
形
を
差
入
れ
き
ぜ
る
こ
と
与
し
、
右
担
保
は
必
要
に
応
じ
為
替
銀
行
に
代
理
占
有

さ
せ
栂
る
も
の
と
す
る
。

例
そ
の
他
必
蝶
め
る
掛
合
は
閏
位
、
社
債
等
を
担
保
と
し
て
徴
求
し
得
る
も
の
と
す
る
。

占ハ

}
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イ寸

録

持
適
用
為
替
相
場
木
貸
付
制
度
の
運
用
に
関
す
る
木
行
と
委
員
会
と
の
英
鴎
資
金
の
売
買

に
適
用
す
る
外
国
為
替
相
場
は
、
売
買
と
も
一
英
礁
に
つ
き
一
、

O
O入
門
と
し
、
木
行
と

為
替
銀
行
と
の
聞
の
オ
ー
プ
ン
勘
定
に
か
L
る
外
貨
般
権
の
決
済
相
場
は
、
木
行
が
為
替
銀

行
か
ら
予
約
の
譲
渡
合
受
け
て
こ
れ
を
実
行
し
た
と
き
に
適
用
し
た
相
場
と
同
一
の
相
場
と

す
る
。

【昭
和
三
十
七
年
二
月
=
十
五
日
】

月

由明
仙制
緩
及
び
オ
ー
プ
ン
勘
定
地
捜
よ
り
の
輸
入
促
進
の
た
め
の
金
融
措
置
の
適
用
品
目
の
追
加

に
つ
い
て

跨
地
域
五
び
オ
ー
プ
ン
勘
定
地
域
よ
り
の
輸
入
促
進
の
た
め
の
金
融
措
置
と
し
て
本
行
に
お

い
て
外
国
為
替
貸
付
を
実
施
す
る
こ
と
は
本
短
信
(
二
月
二
十
五
回
附
)
を
以
て
お
知
ら
せ
し
た

が
、
こ
の
程
そ
の
適
用
品
目
に
燐
鉱
石
、
府
鉄
、
ガ
ス
用
炭
を
追
加
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。

【昭
和
三
十
七
年
三
月
二
十
五
日
】

国
民
貯
蓄
組
合
預
金
等
の
非
課
税
限
度
の
引
上
げ
並
び
に
郵
便
貯
金
の
預
入
限
度
及
び
金
利
改

訂
等
に
つ

い
て

政
府
に
お
い
て
は
最
近
の
情
勢
に
鑑
み
、
貯
蓄
の
増
強
、
特
に
小
傾
貯
蓄
優
遇
の
見
地
か
ら

「
国
民
貯
番
組
合
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
並
び
に

「
郵
便
貯
金
法
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
を
今
次
回
会
に
提
出
、
こ
の
程
衆
参
両
院
を
通
過
し
、
い
ず
れ
も
凶
月
一
日
よ
り
実

施
さ
れ
る
と
と
L
な
っ
た
が
、
そ
の
改
正
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

け
国
民
貯
蓄
組
合
預
金
等
関
係

ω
利
子
所
得
等
に
対
す
る
非
課
税
限
度
現
行
元
木
三
万
円
ま
で
を
十
万
円
ま
で
に
引
上
げ

る。

例
国
民
貯
搭
組
合
の
組
合
員
は
二
以
上
の
組
合
に
加
入
出
来
な
い
こ
と
L
す
る
。

同
郵
便
貯
金
関
係

的
貯
金
総
額
の
制
限
制
現
行
三
万
円
ま
で
を
十
万
円
ま
で
に
引
上
げ
る
。

例
利
率
の
引
上
げ

山
通
常
郵
使
貯
金

ω
私
立
郡
便
貯
金

問
定
額
郵
便
貯
金

年
三
分
九
庄
六
毛
(
一
分
二
座
引
上
げ
)

(
一
分
八
毛
引
上
げ
)

年
四
分
二
鹿

六
一
八

改

正

現

行

王

年

超

年

四

分

四
年
|
五
年
年
三
分
七
既

三
年
l
四
年
年
三
分
五
原

二
年
|
三
年
年
三
分
三
鹿

期
間
二
年
超

年年年
四四五
分分分
二 八 四
座匝鹿

、一一一ー~一一・t
.-----ーー「

JUJ 期 予 苦 手 期
間間 間

年
以
内

年
=
一
分

年
六
分

期
間

一
年
六
ヶ
月
超
二
年

以
内

期
間
一
年
超

一
年
六
ヶ
月

以
内

期
間
プ
年
以
内

村
私
立
郵
便
貯
金
の
預
入
金
額
を
百
円
以
上
四
千
円
以
下
と
す
る
。
(
現
行
百
円
以
上
千

二
百
円
以
下
)

判
定
額
郵
便
貯
金
の
預
入
金
額
を
百
円
、

二
百
円
、

一一
一
百
円
、
五
百
円
、
千
円
、
三
千

問
、
五
千
円
、

一
万
円
の
八
種
と
す
る
。
(
現
行
百
円
、

二
百
円
、
三
百
円
、
五
百
円
、

千
円
、
三
千
円
の
六
種
)

【
昭
和
一一
十
七
年
三
月
二
十
五
日
】

一
年
!
二
年

年
三
分

一
腰
五
毛

四

月

別
口
外
国
為
替
貸
付
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

磁
地
域
及
び
オ
ー
プ
ン
勘
定
地
域
よ
り
の
輸
入
促
進
の
為
実
施
さ
れ
た
別
口
外
国
為
替
貸
付

制
度
に
つ
い
て
は
、
本
短
信
(
-
-
月
二
十
五
日
附
、

三
月
二
十
五
日
附
〉
を
以
て
お
知
ら
せ
し
た

が
、
今
般
産
業
合
理
化
促
進
の
見
地
よ
り
次
の
通
り
改
正
さ
れ
四
月
十
五
日
よ
り
実
施
さ
れ
る

こ
と
L
な
っ
た
。

付
邦
地
域
か
ら
基
礎
資
材
の
コ
ス
ト
引
下
の
た
め
の
合
理
化
に
必
要
な
技
術
〈
特
許
権
、
設

計
図
等
)
及
び
機
械
を
輸
入
す
る
場
合
、
個
々
に
審
査
の
上
次
の
条
件
に
よ
っ
て
木
貸
付
を

…
旭
町
す
る
。

な
お
審
査
の
誕
準
と
し
て
は
、
特
に
邦
地
域
か
ら
の
輸
入
を
必
要
と
す
る
も
の
に
貸
付
の

対
象
を
限
定
す
る
。

附

貸

付

期

間

J

輸
入
手
形
等
到
着
後
又
は
最
終
送
金
後
原
則
と
し
て
一
年
以
内
と
す
る
が
、
特
別
の
事

情
あ
る
場
合
は
、
最
長
三
年
迄
認
め
得
る
も
の
と
す
る
。

判

別

息



年
五
分
と
す
る
。
〈
業
者
負
担
年
六
分
以
内
)

伺
磁
地
域
友
び
オ
ー
プ
ン
勘
定
地
域
か
ら
合
理
化
に
必
要
な
技
術
亙
び
機
械
(
従
来
は
「機
械

装
置
」
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
新
に
「
技
術
」
を
加
え
る
)
を
輸
入
す
る
場
合
の
木
貸
付
の
条
件

を
次
の
通
り
改
め
る
。

仰
貸
付
期
間

付
の
附
と
問
機
と
す
る
。
ハ
従
来
は

「原
則
と
し
て

一
年
以
内
の
必
要
最
知
期
間
と
す

る
」
と
規
定
す
る
に
止
っ
た
。
)

例

利

息
年
三
分
と
す
る
。
(
業
者
負
担
年
四
分
以
内
。
な
お
従
来
は
為
替
銀
行
年
四
分
、
業
者

年
五
分
以
内
。
)

局
経
過
措
世

付
及
び
同
に
よ
る
技
術
v

機
械
に
つ
い
て
は
、
四
月
十
五
日
以
前
に
既
に
信
用
状
等
を
開

設
し
又
は
一
部
送
金
を
行
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
未
だ
輸
入
手
形
等
の
決
済
又
は
送
金
を

了
ら
な
い
分
に
つ
い
て
は
本
貸
付
の
適
用
を
認
め
将
る
こ
と
与
す
る
。

【昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日
】

:n. 

月

昭
和
ニ
十
七
年
度
購
繭
手
形
に
引
続
き
本
行
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
を
適
用

購
繭
資
金
金
融
の
特
殊
性
に
鑑
み
昭
和
二
十
七
生
糸
年
度
に
お
い
て
も
鴇
械
生
糸
製
造
業

者
、
蚕
極
製
造
業
者
及
び
輸
出
玉
糸
指
定
製
造
業
者
が
賭
繭
資
金
調
達
の
た
め
振
出
す
手
形
に

つ
き
与
の
点
を
改
正
の
上
、
引
続
き
本
行
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認
め
る
こ
と
L
な
っ

た

な
お
手
形
期
間
は
従
来
通
り
七
ヶ
月
以
内
の
必
要
最
短
期
間
で
あ
る
。

ハ
門
ス
タ
シ
プ
押
掠
限
度
は
突
際
取
極
繭
価
(
聾
入
諸
賢
の
一
部
と
し
て
生
繭
一
貫
匁
当
り
一
一
一

O
円
の
加
算
を
認
め
る
〉
の
λ
五
%
と
す
る
が
、
右
押
捺
限
度
は
租
繭
を
除
き
、
繭
糸
価
格

安
定
法
に
定
め
る
標
準
生
糸
の
最
高
側
格
よ
り
逆
算
し
て
得
ら
れ
る
蹴
掛
目
の
八
五
%
を
超

え
な
い
こ
と
‘
ふ
す
る
。

同
輸
出
玉
糸
指
定
製
造
業
者
が
玉
繭
の
外
、
玉
糸
製
造
に
必
要
な
上
繭
を
購
入
す
る
場
合
に

お
い
て
も
、
一
定
の
条
件
を
充
す
場
合
に
は
実
情
に
応
じ
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
を
認

め
得
る
こ
と
L
す
る
。

【昭
和
二
十
七
年
五
月
十
五
日
】

総
務
部
短
信

昭
和
二
十
七
年
分

弗
地
域
よ
り
の
鉄
鉱
石
及
び
強
粘
結
炭
に
つ
き
別
口
外
国
為
替
貸
付
制
度
を
適
用

最
に
踏
武
及
び
特
別
決
済
勘
定
債
権
の
累
積
に
対
処
し
、
原
材
料
輸
入
の
弗
地
域
よ
り
他
地

域
へ
の
転
換
を
図
ゐ
た
め
、
別
口
外
国
為
替
貸
付
制
度
在
実
施
し
、
そ
の
後
基
礎
素
材
の
コ
ス

ト
引
下
げ
の
た
め
の
合
理
化
に
必
要
な
技
術
、
機
械
に
つ
い
て
は
弗
地
域
か
ら
の
輸
入
に
対
し

て
も
右
制
度
を
適
用
す
る
と
と
L
し
た
が
、
ハ
門
鉄
鋼
原
材
料
に
つ
い
て
は
な
お
弗
地
域
よ
り
の

輸
入
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
部
分
が
可
成
り
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
連
賃
等
の
閥
係
か
ら

跡
地
域
よ
り
の
輸
入
に
比
し
て
必
ず
し
も
低
脱
で
な
い
こ
と
。
同
鉄
鋼
の
コ
ス
ト
巾
原
材
料
の

占
め
る
比
率
が
大
き
〈
特
に
版
材
料
の
中
鉄
鉱
石
及
び
強
粘
結
炭
に
つ
い
て
、
そ
の
輸
入
コ
ス

ト
を
引
下
げ
る
た
め
に
特
別
の
措
置
を
と
る
必
袈
が
あ
る
こ
と
等
に
鑑
み
今
般
弗
地
域
よ
り
の

鉄
鉱
石
及
び
強
粘
結
炭
に
つ
い
て
左
の
要
領
に
よ
り
別
口
外
国
為
替
貸
付
制
度
の
適
用
を
認
め

る
こ
と
L

な
っ
た
。

付
貸
付
の
対
象

鉄
鉱
石
及
び
強
粘
結
炭
を
輸
入
す
る
場
合
に
お
け
る
輸
入
手
形
等
決
済
の

た
め
の
外
貨
資
金
及
び
輸
入
代
金
送
金
〈
前
払
を
含
む
)
の
た
め
の
外
貨
資
合
と
す
る
。

同
貸
付
期
間
輸
入
手
形
等
到
着
時
よ
り
六
ヶ
月
以
内
の
必
要
最
短
期
間
。
但
し
、
輸
入
賞

ロ
例
手
形
制
度
で
四
ヶ
月
適
用
地
域
よ
り
輸
入
の
場
合
は
七
ヶ
月
以
内
の
必
要
最
短
期
間
。

伺

金

利

為
替
銀
行
負
担

年

四

分

業

者

負

担

年

五

分

門昭
和
二
十
七
年
五
月
十
五
日
】

短
資
取
引
担
保
株
式
預
り
一証
規
程
等
の
改
正
に
つ
い
て

最
近
の
株
式
市
場
及
び
増
資
の
状
況
に
鑑
み
日
木
証
券
金
融
及
び
大
阪
証
券
金
融
の
両
社

(
以
下
証
金
と
い
う
〉
を
通
ず
る
証
券
金
融
の
順
使
に
資
す
る
た
め
、
今
般
関
係
者
の
聞
で
次
の

措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
L

な
っ
た
。

付
枕
金
の
一
般
貸
付
の
資
金
は
従
来
市
中
銀
行
よ
り
の
協
刺
融
資
に
よ
る
と
と
L
な
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
も
既
に
略
k
限
度
に
避
し
て
い
る
の
で
、
株
式
預
り
読
に
よ
り
コ

ー
ル
市
場
よ

り
取
入
れ
た
資
金
(
従
来
は
専
ら
市
場
貸
付
の
た
め
の
資
金
に
充
て
る
建
前
と
な
っ
て
い
る
)

を
一
般
貸
付
の
資
金
に
も
充
て
る
こ
と
。

同
右
に
伴
い
証
金
の
担
保
維
を
混
和
す
る
た
め
、
東
京
及
び
大
阪
の
両
証
券
取
引
所
(
以
下

取
引
所
と
い
う
〉
が
株
式
預
り
証
を
発
行
す
る
株
式
の
銘
柄
に
信
用
取
引
銘
柄
以
外
の
九

O

銘
柄
を
追
加
す
る
と
共
に
左
の
要
領
に
よ
り
「短
資
取
引
担
保
株
式
預
り
証
規
程
」
を
改
正
す

る
こ
と
。

六
一
九



イ寸

録

山
従
来
取
引
所
は
証
金
よ
り
寄
託
を
受
け
て
い
る
特
定
の
株
式
毎
に
株
式
預
り
証
を
発
行

し
て
い
た
の
を
、
株
式
預
り
証
額
面
総
額
が
寄
託
を
受
け
て
い
る
株
式
全
体
の
時
価
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
株
式
預
り
証
を
発
行
し
得
る
こ
と
L
す
る
こ
と
。

間
従
来
株
式
預
り
証
所
持
人
は
取
引
所
に
対
し
当
該
株
式
預
り
証
記
載
の
銑
柄
、
株
数
の

株
式
の
引
粧
を
請
求
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
た
の
を
、
請
求
の
時
に
お
け
る
時
価
に
よ
り

株
式
預
り
証
の
額
面
金
額
に
相
当
す
る
価
額
の
株
式
の
引
渡
を
請
求
す
る
権
利
を
持
つ
も

の
と
す
る
こ
と
。
(
但
し
引
渡
株
式
の
銘
柄
は
取
引
所
が
選
定
)

又
右
に
伴
い
木
行
が
株
式
預
り
証
を
証
金
振
山
手
形
の
附
随
担
保
と
し
て
受
入
れ
る
場
合
の

取
扱
手
続
に
つ
き
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

【
昭
和
二
十
七
年
五
月
十
五
日
】

_t_. 
ノ¥

月

国
民
貯
蓄
債
券
の
発
行
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
悶
民
貯
蓄
債
券
の
先
行
に
よ
り
浮
動
購
買
力
を
吸
収
し
て
悶
民
貯
蓄
の
増

強
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
符
た
資
金
を
電
源
開
発
を
中
心
と
す
る
資
源
開
発
そ
の

仙
経
済
再
建
に
緊
裂
な
産
業
挫
設
資
金
に
迎
用
す
る
目
的
を
以
て
国
民
貯
蓄
悩
券
法
泉
を
今
次

回
会
に
提
出
、
衆
参
両
院
を
通
過
し
て
、
六
月
二
日
公
布
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
概
袋
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

付
先
行
主
体

何
発
行
限
度

政
府
。
発
行
収
入
金
は
資
金
運
用
部
に
お
い
て
管
理
す
る
。

毎
年
度
発
行
残
高
の
哨
加
額
が
一

O
O億
円
(
売
出
価
額
)
を
超
え
な
い
限
度

内
に
お
い
て
発
行
す
る
。

向
先
行
条
件

的
無
記
名
と
ナ
る
。

例

額

面

判
応
募
者
利
廻

例 (斗

償

還

期

限

割

増

金

相)

中
途
質
上

一
万
円
以
下
と
し
制
引
の
方
法
に
よ
り
売
出
す
も
の
と
す
る
。

一
般
の
合
別
水
準
と
均
衡
を
失
し
な
レ
ょ
う
定
め
る
。

(
最
終
利
処
は
五
ヶ
年
の
複
利
で
年
六
分
九
駅
六
毛
を
予
定
し
て
い
る
)

五

年

抽
援
に
よ
り
抑
制
引
金
を
附
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
割
削
引
金
に
は
所
得
税

を
叙
さ
な
い
。
(
笑
際
に
は
胡
地
金
を
附
け
な
い
方
針
で
あ
る
)

所
持
人
の
請
求
に
よ
っ
て
買
上
に
応
ず
る
。
(
ム
ハ
ケ
月
経
過
後
買
上
に
応
じ

目
上
州
制
は
次
の
六
ヶ
月
間
迄
は
売
山
側
額
と
同
額
と
す
る
予
定
で
あ
る
)

六
二

O

(司

取
扱
機
関

郵
便
局
ハ
売
出
の
外
償
還
、
買
上
等
の
事
務
も
取
扱
わ
せ
る
)

な
お
相
互
銀
行
、
信
用
金
陣
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
金
融
機
関
(
目
下
の
処

県
信
連
を
予
定
〉
並
び
に
証
券
業
者
に
売
捌
事
務
を
委
託
す
る
と
と
が
出
来

る。

木
行
へ
の
事
務
の
委
任
事
務
の
一
部
を
本
行
に
委
任
出
来
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
取
扱
手
続
は
大
賊
省
令
で
定
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【昭
和
二
十
七
年
六
月
五
日
】

同長
期
信
用
銀
行
法
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
長
期
金
融
の
円
滑
を
期
し
、
併
せ
て
銀
行
業
務
の
分
化
に
よ
る
金
融
制
度

の
盤
備
に
資
す
る
た
め
長
則
信
用
銀
行
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
と
し
、
さ
会
に
長
期
信
用
銀
行

法
集
を
今
国
会
に
上
程
し
て
い
た
が
、
こ
の
程
通
過
成
立
、
六
月
十
二
日
公
布
さ
れ
た
。
右
法

律
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

付
資
本
の
制
五
億
円
以
上
の
株
式
会
社

伺
前
号
前
見
方
中
に
「
銀
行
」
と
い
う
文
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伺

業

務

川
刊
設
備
資
金
又
は
長
則
運
転
資
金
に
闘
す
る
貸
付
、
手
形
の
制
引
、
債
務
の
保
証
又
は
手

形
の
引
受

右
の
外
設
備
資
金
、
長
刷
、
運
転
資
金
以
外
の
不
動
産
担
保
長
期
資
金
貸
付
(
期
間
六
ヶ

月
超
)

判
受
入
れ
た
預
金
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
合
計
額
を
限
度
と
す
る
焼
朋
資
金
(
別
問

六
ヶ
月
以
下
〉
に
附
す
る
貸
付
、
手
形
の
割
引
、
依
務
の
保
証
又
は
手
形
の
引
受

判
有
価
証
券
の
応
募
そ
の
他
の
取
得
、
但
し
社
船
そ
の
他
の
債
券
(
政
府
保
証
の
も
の
を

除
〈
)
、
株
式
又
は
出
資
証
券
に
つ
い
て
は
、
売
出
の
目
的
で
取
得
す
る
場
合
を
除
く

村
預
金
の
受
入
、
但
し
国
若
し
く
は
地
方
公
共
闘
体
又
は
貸
付
先
、
社
般
諒
柴
の
委
託
会

社
そ
の
他
の
取
引
先
か
ら
の
預
企
の
受
入
に
限
る
。

制
為
替
取
引

け
地
方
悩
又
は
社
債
そ
の
他
の
悩
券
の
募
集
の
受
託

例
担
保
付
社
般
に
関
す
る
信
託
業

帥
債
券
の
発
行
資
本
及
び
準
仙
金
(
自
己
資
木
)
の
二
十
倍
を
限
・
肢
と
し
て
般
券
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
既
存
位
券
発
行
銀
行
か
ら
転
換
し
た
も
の
合
除
〈
長
則
信
朋
銀
行



に
限
り
営
業
免
許
日
よ
り
五
年
間
は
自
己
資
木
の
一
一
一
十
倍
を
限
度
と
し
て
債
券
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

同
本
法
の
施
行
日
本
法
公
布
後

一
年
以
内
で
政
令
で
定
め
る
。

伺

そ

の

他

的
既
存
偵
券
発
行
銀
行
か
ら
の
転
換

長
期
信
用
銀
行
に
転
換
す
る
既
存
債
券
発
行
銀
行
は
本
法
施
行
日
迄
に
そ
の
希
望
を
届

出
れ
ば
(
資
本
金
五
億
円
以
上
な
る
こ
と
を
要
す
〉
新
た
に
免
貯
を
要
し
な
い
。

例

「
銀
行
等
の
債
券
発
行
等
に
関
す
る
法
律
」
の
廃
止

「
銀
行
等
の
債
券
発
行
等
に
関
す
る
法
律
」
は
本
法
施
行
と
同
時
に
廃
止
す
る
。
但
し
同

法
に
基
き
発
行
さ
れ
て
い
る
債
券
、
優
先
出
資
及
び
優
先
株
に
つ

い
て
は
本
法
施
行
後
も

同
法
は
効
力
を
有
す
る。

付
固
に
よ
る
優
先
株
の
引
受

当
分
の
閥
、
圃
は
長
期
信
用
銀
行
が
発
行
す
る
議
決
権
な
き
優
先
株
を
引
受
け
る
こ
と

が
で
含
る
。

伺
貯
蓄
銀
行
業
務
又
は
信
託
業
務
の
煎
営

長
期
信
用
組
行
に
貯
蓄
銀
行
業
務
文
は
信
託
業
務
の
兼
営
を
認
め
る
。

【
昭
和
二
十
七
年
六
月
十
六
日
】

興
地
減
よ
り
の
輸
入
に
対
す
る
別
口
外
国
為
替
貸
付
の
適
用
品
目
の
拡
張
に
つ
い
て

現
在
弗
地
域
よ
り
の
輸
入
に
対
す
る
別
口
外
国
為
替
貸
付
の
適
用
品
目
と
し
て
は
基
礎
素
材

の
コ
ス
ト
を
引
下
げ
る
た
め
の
合
理
化
に
必
要
な
技
術
(
特
許
権
、
設
計
図
等
〉
及
び
機
械
並
び

に
鉄
鉱
石
、
強
粘
結
炭
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
般
右
以
外
の
品
目
に
つ

い
て
も
政
策
委
員

会
に
お
い
て
特
に
京
協
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
木
貸
付
を
適
用
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。

【昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
王
日
】

貸
付
信
託
法
に
つ
か
て

政
府
に
お
い
て
は
貸
付
信
託
制
度
を
確
立
し
て
、
一
般
投
資
者
に
よ
る
産
業
投
資
を
容
易
に

し
、
資
源
の
開
発
そ
の
他
緊
要
な
産
業
に
対
す
る
長
期
資
金
の
供
給
を
円
滑
に
す
る
目
的
で
貸

付
信
託
法
案
を
今
国
会
に
提
出
中
の
と
こ
ろ
、
こ
の
程
通
過
成
立
し
、
六
月
十
四
日
公
布
施
行

さ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

H

貸
付
信
託
の
定
義

受
託
者
(
信
能
業
務
を
営
む
銀
行
)
が
大
蔵
大
臣
の
ポ
認
を
受
け
た
信
託
契
約
に
器
含
多
数

総
務
部
短
信

昭
和
二
十
七
年
分

の
委
託
者
か
ら
信
託
さ
れ
た
資
金
を
資
源
開
発
そ
の
他
緊
要
産
業
に
対
す
る
長
期
資
金
の
供

給
の
た
め
貸
付
又
は
手
形
割
引
の
方
法
に
よ
っ
て
合
同
運
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
契

約
に
基
く
受
話
権
を
受
益
証
券
に
よ
っ
て
表
示
す
る
も
の
・
と
す
る
。
即
ち
こ
れ
は
形
式
上
は

受
託
者
を
信
託
銀
行
、
委
託
者
兼
受
益
者
を
受
益
証
券
の
所
持
人
と
す
る
合
同
運
用
指
定
金

銭
信
託
で
あ
る
。

同

受

益

証

券

O
無
記
名
但
し
受
益
者
の
請
求
に
よ
り
記
名
式
と
す
る
こ
と
が
山
来
る
。

O
券
市
金
額
法
文
上
で
は
規
定
し
て
い
な
い
が
信
託
約
款
に
記
哉
さ
せ
、
そ
の
種
類
は
百

万
円
、
十
万
円
、

一
万
円
、
主
千
円
を
予
定
。

O
配

当

実

績

配

当

と

す
る
。

同

信

託

契

約

山

予

め

大
蔵
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
信
託
約
款
に
基
い
て
締
結
す
る
ζ
と
を
要
す
る
。

間
信
託
契
約
の
期
間
は
二
年
以
上
で
冷
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
本
法
胞
行
の
目
よ
り

一

年
を
限
り
一
年
以
上
の
も
の
を
認
め
る
。

問
元
本
に
つ
い
て
補
償
の
契
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

側
資
金
の
使
途

貸
付
信
託
に
よ
っ
て
徴
収
し
た
資
金
は
大
限
大
臣
の
示
認
を
受
け
て
決
定
さ
れ
た
緊
諜
産

業
に
対
ナ
る
資
金
の
貸
出
に
限
定
す
る
。

同
受
託
者
の
受
益
-
証
券
の
買
取

受
託
者
は
受
益
者
よ
り
そ
の
受
益
証
券
買
取
り
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
証
券
が

発
行
後
一
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、

そ
の
固
有
財
産
を
以
て
時
価
に
よ
り
こ
れ

を
買
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
特
別
留
保
金
の
秘
立

受
託
者
は
貸
付
信
託
に
つ
い
て
元
本
に
損
失
を
生
じ
た
場
合
こ
れ
を
補
填
す
る
契
約
を
し

た
と
き
は
、
そ
の
補
填
に
充
て
る
た
め
、
当
該
貸
付
信
託
の
収
益
の
計
算
の
時
期
毎
に
、
そ

の
収
益
の
う
ち
か
ら
別
途
政
令
で
定
め
る
特
別
留
保
金
を
積
立
て
、
当
該
貸
付
信
託
の
信
託

財
産
に
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
税
法
上
の
取
扱

受
益
証
券
の
配
当
に
対
し
て
は
、
合
同
適
用
信
託
の
利
誌
と
み
な
し
て
源
泉
徴
収
二
O
Mm

の
所
得
税
を
課
す
る
。

【
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日
】

，ι. ノ、



付

録

割
増
金
附
貯
蓄
運
用
方
針
の
改
正
に
つ
い
て

割
増
金
附
貯
蓄
は
、
貯
蓄
増
強
上
の
有
力
な
方
法
在
し
て
広
〈
金
融
機
関
に
と
り
上
げ
ら

れ
、
特
に
定
期
性
預
貯
金
の
吸
収
僚
と
し
て
効
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
他
而
拙
せ
ん
に
伴
う
射

倖
心
の
助
長
或
い
は
公
開
抽
ぜ
ん
に
伴
う
華
美
な
行
事
等
に
対
し
て
は
兎
角
の
批
判
も
あ
る
の

で、
A
F
f

般
大
蔵
省
に
お
い
て
は
従
来
の
運
用
方
針
の
一
部
を
改
正
し
て
、
そ
の
収
扱
を

一一
層
堅

実
に
す
る
と
共
に
時
節
柄
取
扱
命
融
機
関
の
自
粛
方
を
要
望
し
た
。

右
改
江
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

付
割
増
金
附
貯
蓄
は
当
分
の
間
原
則
と
し
て
定
期
預
貯
金
及
び
定
捌
積
金
の
二
種
類
に
限
定

し
、
定
期
預
貯
金
の
最
低
預
入
金
額
を
銀
行
千
円
、
銀
行
以
外
五
百
円
、
定
期
積
命
の
給
付

金
額
の
最
低
限
度
を
千
円
と
す
る
。
(
従
来
は
、
金
銭
信
託
、
無
尽
等
に
も
認
め
ら
れ
、
定

期
預
貯
金
の
最
低
預
入
金
額
は
銀
行
五
百
円
、
銀
行
以
外
三
百
円
で
あ
っ
た
。
定
期
積
金
の

給
付
金
額
の
最
低
限
度
に
は
変
更
な
し
。
)

口
取
扱
期
間
を
原
則
と
し
て
三
ヶ
月
以
内
(
従
来
二
ヶ
月
以
内
)
に
延
長
す
る
。

同
割
増
金
の
最
高
額
を
五

O
万
円
(
従
来
百
万
円
)
に
引
下
げ
る
。

何
割
増
金
口
聞
を
金
銭

一
本
に
限
定
(
従
来
物
質
と
し
て
手
提
金
伴
、
ラ
ジ
オ
等
を
附
け
た
例

も
あ
っ
た
。
)
す
る
。

回

二
重
賞
、
サ
ー
ビ
ス
貨
を
禁
止
す
る
。

料
公
開
抽
せ
ん
は
、
原
則
と
し
て
取
扱
金
融
機
関
の
時
制
内
で
執
行
す
る
こ
と
と
し、

や
む

を
え
ず
劇
場
等
を
利
用
す
る
場
合
に
も
華
美
に
流
れ
な
い
よ
う

一
一
周
自
粛
し
、
州
ゼ
ん
本
位

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

【
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日
】

七

月

妓
術
及
び
機
械
の
輸
入
に
対
す
る
別
口
外
国
為
替
貸
付
手
続
の
制
定
実
施
に
つ
い
て

別
口
外
国
為
替
貸
付
の
適
用
品
目
の
う
ち
州
地
域
よ
り
の
基
礎
紫
材
の
コ
ス
ト
引
下
げ
の
た

め
の
合
理
化
に
必
裂
な
技
術
〈
特
許
権
、
設
計
図
等
)
及
び
機
械
並
び
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
峨
及

び
特
別
決
済
勘
定
地
域
よ
り
の
合
理
化
に
必
要
な
技
術
及
び
機
械
に
つ
い
て
は
、
さ品
C

に
そ
の

貸
付
期
附
を
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
三
年
ま
で
認
め
得
る
こ
と
に
、
又
右
輸
入
の
た
め

の
信
用
状
を
開
設
し
た
場
合
に
は
買
為
替
予
約
を
強
制
し
な
い
と
と
に
夫
々
決
定
さ
れ
た
の

で
、
今
般
そ
の
貸
付
の
取
扱
方
を
概
要
次
の
通
り
改
正
し
、
現
行
の
「
別
口
外
国
為
替
貸
付
手

続」
と
は
別
に
「別
口
外
国
為
替
貸
付
手
続
(
技
術
及
び
機
械
の
場
合
)
」
を
制
定
実
施
さ
れ
た
。

-'-
ノ¥

貸
付
期
聞
が
一
年
を
超
え
る
場
合
は
、

一
年
目
毎
に
為
替
銀
行
か
ら
提
出
を
受
け
た
確
定

日
払
外
貨
約
束
手
形
の
替
替
を
行
い
、
従
っ
て
利
息
も
右
の
手
形
の
書
替
毎
に
徴
収
す
る
。

伺
担
保
手
形
は
、
従
来
の
邦
貸
手
形
を
外
貨
手
形
に
改
め
る
。

国
輸
入
業
者
、
が
需
要
者
に
輸
入
貨
物
を
引
渡
し
た
後
に
お
い
て
、
需
要
者
支
払
の
単
名
手
形

の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
貸
付
時
に
担
保
と
し
て
差
入
を
受
け
て
い
る
輸
入
業
者
振
出
、

需
要
者
支
払
及
び
引
受
、
為
替
銀
行
受
取
の
為
替
手
形
と
の
担
保
交
換
を
行
い
得
る
こ
と
と

す
る
。

伺
貸
付
期
間
が
一
年
を
超
え
る
場
合
は
、
為
替
銀
行
か
ら
提
出
を
受
け
て
い
る
外
貨
約
束
手

形
の
替
替
と
同
時
に
貸
付
時
に
差
入
れ
ら
れ
た
担
保
手
形
又
は
、
同
に
よ
り
交
襖
差
入
を
受

け
た
担
保
手
形
と
需
要
者
支
払
の
単
名
手
形
L

乙
の
担
保
の
受
換
を
行
う
も
の
と
す
る
。

【昭
和
二
十
七
年
七
月
五
白
】

付

八

月

日
本
銀
行
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
本
行
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

今
般
行
政
機
梢
改
革
の
一
環
と
し
て
通
貨
発
行
審
議
会
が
廃
止
さ
れ
、
又
粧
樹
安
定
本
部
は

廃
止
の
上
、
新
設
の
経
済
審
議
庁
(
総
理
府
外
局
)
に
よ
り
そ
の
機
能
の

一
部
を
継
承
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
右
に
伴
い
、
「
経
済
安
定
本
部
設
置
法
の
廃
止
及
び
と
れ
に
伴
う
関
係
法
令
の

盤
迎
等
に
関
す
る
法
部
」及
び
「
大
総
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
令
の
整
理
に
附
す
る
法
律
」
に
基
き
日
本
銀
行
法
の
ご
櫛
が
次
の
通
り
改
正
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
、
本
行
定
款
に
つ
い
て
も
所
要
の
改
正
を
行
い
法
律
施
行
と
同
時
(
八
月
一
日
)

に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

付
日
本
銀
行
法
第
十
三
条
の
田
中
、
政
策
委
員
会
に
、
従
来
は
経
済
安
定
本
部
を
代
表
す
る

者
一
人
が
入
っ
て
い
た
の
を
、
経
済
審
議
庁
を
代
表
す
る
者

一
人
に
改
め
た
。
(
定
数
第
二

十

一
条
ノ
凹
)

仲

間

法

第
三
十
条
第
一
項
中
、
大
政
大
臣
は
通
貨
発
行
審
議
会
の
議
決
に
基
き
閣
議
を
経
て

日
本
銀
行
券
の
先
行
限
度
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
通
貨
発
行
・
審
議
会
の
議
決
に

基
く
旨
の
文
言
を
削
除
し
た
。
(
定
款
第
四
十
条
ノ
二
第
-
一
明
)

伺
同
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
、
大
政
大
臣
が
三
十
日
を
紐
え
る
限
度
超
過
発
行
を
認
可
す

る
に
あ
た
っ
て
は
通
貨
発
行
審
議
会
の
誌
決
に
基
〈
こ
と
を
要
す
る
旨
の
条
項
が
あ
っ
た
の

を
削
除
し
た
。
〈
定
款
第
四
十
条
ノ
二
第
三
割
)



同
法
第
三
十

一
条
ノ
二
中
、
十
五
日
を
超
え
る
限
度
超
過
発
行
の
場
合
、
本
行
が
納
め
る

と
と
を
要
す
る
発
行
税
の
割
合
を
大
蔵
大
臣
が
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
通
貨
発
行
審
議
会

の
識
を
経
て
大
蔵
大
臣
が
定
め
る
割
合
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の

を
、
単
に
大
蔵
大
臣
が
定
め
る
割
合
に
よ
る
こ
と
に
改
め
た
。
(
定
款
第
四
十
条
ノ
一一一〉

伺
同
法
第
三
十
三
条
第
六
項
に
、
大
蔵
大
匝
は
本
行
の
発
行
保
証
充
当
の
種
類
別
限
度
金
額

を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
通
貨
発
行
審
議
会
の
議
決
に
基
〈
と
と
に
な
っ
て
い
た
の
を
、

大
蔵
大
臣
限
り
で
定
め
る
と
と
に
改
め
た
。
ハ
定
款
第
四
十
一
条
第
六
項
)

肘
同
法
第
一
二
十
六
条
ノ
二
で
、
通
貨
発
行
審
議
会
に
関
す
る
規
定
は
別
に
定
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
の
を
削
除
し
た
。

円
昭
和
二
十
七
年
八
月
五
円
】

別
口
外
国
為
替
貸
付
及
び
外
国
為
替
貸
付
の
金
利
変
更
等
に
つ
い
て

今
般
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
及
び
特
別
決
消
勘
定
地
域
よ
り
の
輸
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
産

業
の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
八
月
二
十
日
よ
り
別
口
外
国
為
替
貸
付
及
び
外
国
為
替
貸
付
の
金

利
を
次
の
通
り
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

付
米
ド
ル
地
域
よ
り
の
輸
入
に
闘
す
る
別
口
外
国
為
替
貸
付

年
四
分
〈
業
者
負
担
年
五
分
以
内
〉

同
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
又
は
特
別
決
済
勘
定
地
域
よ
り
の
輸
入
に
関
す
る
別
口
外
国
為
替
貸

付
同

年
二
分
〈
業
者
負
担
年
三
分
以
内
、
但
し
パ
キ
ス
タ
ン
綿
の
輸
入
に
関
し
て
は
年
二
分

五
厘
と
す
る
。
〉

伺
同
の
金
利
を
別
口
外
国
為
替
貸
付
の
適
用
の
承
認
を
受
け
た
輸
入
に
伴
う
信
用
状
開
設
保

証
金
に
関
す
る
外
国
為
替
貸
付
〈
英
貨
現
金
勘
定
)
に
も
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
右
措
置
実
施
に
伴
う
経
過
措
置
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

付
別
口
外
岡
為
替
貸
付

λ
月
十
九
日
以
前
に
お
い
て
既
に
別
口
外
国
為
替
貸
付
実
行
中
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
外

国
為
替
銀
行
か
ら
提
出
を
受
け
た
外
貨
約
束
手
形
の
最
初
の
轡
換
又
は
髭
換
の
期
日
に
お
い

て
変
更
後
の
金
利
を
適
用
す
る
。

同
信
用
状
開
設
保
証
金
に
関
す
る
外
国
為
替
貸
付

本
行
が
別
円
外
岡
為
替
貸
付
の
迎
用
な
承
認
し
、
昭
和
二
十
七
年
λ
月
二
十
H
以
降
貸
付

を
笑
行
し
た
も
の
に
つ
き
変
更
後
の
金
利
を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

【昭
和
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
】

総
務
部
短
信

昭
和
三
十
七
年
分

九

月

援
助
資
金
私
企
業
貸
付
の
日
本
開
発
銀
行
へ
の
移
管
に
つ
い
て

付
第
十
三
回
国
会
に
お
け
る
日
本
開
発
銀
行
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
援
助
資
金
の
私
企
業
貸

付
命
債
権
は
こ
れ
に
附
随
す
る
権
利
義
務
と
と
も
に
日
本
開
発
銀
行
に
京
継
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
雅
そ
の
京
継
が
次
の
通
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

電
力
業
及
び
そ
の
仙
重
要
産
業
(
但
し
農
林
水
産
業
を
除
〈
)
関
係

九
月
十
四
日
ハ
入
月
三
十
円
附
政
令
第
三
九
九
号
)

海
運
業
及
び
中
小
企
業
関
係
十
月
十
九
日
〈
近
く
政
令
公
布
の
予
定
〉

私
企
抜
貸
付
金
債
権
の
う
ち
農
林
水
産
業
関
係
分
に
つ
い
て
は
農
林
漁
業
金
融
公
庫
椴
立

の
問
題
と
も
関
連
し
て
示
継
の
純
閥
、
そ
の
時
期
等
の
決
定
が
一
応
見
送
ら
れ
て
い
る
が
、

同
会
の
解
放
に
よ
り
公
悼
の
殻
立
も
差
当
り
望
み
滞
と
な
っ
た
の
で
こ
れ
も
す
べ
て
副
本
側

発
銀
行
に
引
継
「
見
込
(目
下
大
蔵
省
と
鋭
意
交
渉
中
〉
で
準
備
を
急
い
で
い
る
。

同
債
権
原
継
の
方
式
と
し
て
は
、
援
助
資
金
私
企
業
貸
付
金
債
権
等
が
日
本
開
発
銀
行
法
及

び
こ
れ
に
基
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
当
然
に
白
木
開
発
銀
行
に
移
転
し
、
こ
れ
と
と
も
に
当

該
債
権
及
び
こ
れ
に
附
随
す
る
権
利
(
経
過
利
息
等
)
の
窓
継
時
現
在
に
お
け
る
帳
簿
州
額
相

当
額
が
援
助
資
金
か
ら
同
行
に
貸
付
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
整
理
さ
れ
る
と
と
と
な
る
。
な

お
、
と
の
貸
付
金
の
利
子
に
関
す
る
事
項
及
び
将
来
こ
れ
を
出
資
金
に
振
替
え
る
こ
と
に
つ

い
て
は
す
べ
て
政
令
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

因
み
に
八
月
末
現
在
の
援
助
資
金
私
企
業
貸
付
金
残
高
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

電

力

諜

栴

運

業

そ
の
他
重
要
産
業

(
内
農
林
水
産
業
)

中

小

企

業

副
削

六
二
四
億
円

五
五
八
・

一O
六

(
八
)

三
一

て

三
一

九

同
右
の
通
り
債
権
京
継
に
つ
い
て
は
個
々
に
償
楢
報
技
等
の
措
置
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
事
務
引
継
の
た
め
に
は
二
、
五

O
O件
を
超
え
る
貸
付
金
債
権
の
す
べ
て
に
つ
い

て
意
継
時
ま
で
に
必
要
な
管
理
事
務
を
結
了
す
る
と
と
も
に
、
日
本
開
発
銀
行
に
引
渡
す
ベ

~ ノ、



付

録

き
権
利
・
証
書
の
整
理
、
関
係
資
料
の
整
備
、
帳
簿
の
複
写
、
引
継
目
録
の
作
成
一
.
抵
当
権
の

移
転
登
記
等
複
雑
治
大
な
事
務
を
短
時
口
の
聞
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
特
に
担
当

者
の
少
い
支
底
等
に
お
い
て
は
著
し
く
繁
忙
を
極
め
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

な
お
、
既
往
の
貸
付
金
債
権
が
意
継
さ
れ
る
に
伴
い
、
爾
後
の
私
企
業
貸
付
は
す
べ
て
日

本
開
発
銀
行
の
融
資
に
委
ね
ら
れ
、
木
行
を
受
託
者
と
す
る
援
助
資
金
直
接
投
資
の
現
行
方

式
は
廃
止
さ
れ
る
と
と
、
と
な
る
。

【
昭
和
二
十
七
年
九
月
五
日
】

十

月

市
中
貸
出
利
率
最
高
限
度
の
引
下
げ
等
に
つ
い
て

A
r
般
本
行
政
策
護
員
会
に
お
い
て
は
、
金
利
捌
披
笹
誠
会
の
答
申
に
基
き
臨
時
金
刺
調
戦
法

に
よ
る
金
融
機
関
の
貸
出
利
事
等
の
最
高
限
度
を
次
の
通
り
変
更
し
、
十
月
六
日
か
ら
実
施
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

付

貸

出

利

率

現
下
の
経
済
情
勢
に
鑑
み
、
企
諜
の
A
M
利
食
担
の
軽
減
を
図
り
、
経
営
基
艇
の
強
化
に
資

す
る
た
め
銀
行
の
貸
出
利
率
の
最
高
限
度
を
次
の
泊
り
夫
々
日
歩
一
座
方
引
下
げ
る
。

山

日

銀

再

割

引

適

格

貿

易

手

形

の

制

引

日

歩

一

銭

九

鹿

間
日
銀
再
割
引
適
格
商
業
手
形
の
制
引

ω
一
件
の
金
額
が
三
百
万
円
を
超
え
る
も
の
日
歩
二
銭

一
座

制

一

件

の

金

額

が

三

百

万

円

以

下

の

も

の

日

歩

二
銭
三
厘

即
日
銀
ス
タ
ン
プ
手
形
、
貿
易
手
形
(
日
銀
再
割
引
適
格
手
形
を
除
く
〉
、
農
業
手
形
、
漁

業
手
形
の
割
引
並
び
に
貸
付

的
一
一
件
の
金
額
が
三
百
万
円
を
越
え
る
も
の
日
歩
二
銭
=
一
一血

判
一
一
件
の
金
額
が
三
回
万
円
以

下

の

も

の

日

歩

二

銭

四

一山

川
そ
の
他
の
手
形
の
捌
引
並
び
に
貸
付

附

一一
件
の
金
額
が
三
百
万
円
を
超
え
る
も
の
日
歩
二
銭
四
距

例

一
一
件
の
金
額
が
三
百
万
円

以

下

の

も

の

日

歩

二

銭

荒

座

間

当

匝

貸

越

日

歩

二

銭

七

.

血

な
お
、
農
林
中
金
の
系
統
機
関
外
に
対
す
る
貸
出
制
単
の
般
向
限
度
は
、
従
来
銀
行
と
同

様
の
扱
い
と
な
っ
て
い
た
が
、
間
金
州
経
理
の
特
殊
耶
情
に
鑑
み
、
差
当
り
銀
行
の
貸
出
利

市
中
の
最
高
限
度
に
日
歩
一
鹿
を
加
え
た
も
の
と
す
る
。

六
二
四

(=) 

銀
行
の
定
期
積
金
の
利
廻
等

他
租
預
金
引
率
と
の
均
衡
を
勘
案
し
且
つ
、
貯
蓄
の
増
強
に
資
す
る
た
め

山
銀
行
の
定
期
税
金
の
利
廻
の
最
高
限
度
現
行
年
=
一
分
を
年
四
分
に
引
上
げ
る
。

間
銀
行
の
定
期
預
金
の
則
限
後
書
替
継
続
迄
の
利
率
の
最
高
限
度
現
行
自
広
一
銭
を
「
継

統
預
入
後
の
定
期
預
金
利
率
の
日
歩
換
算
率
」
と
改
め
る
。

【
昭
和
二
十
七
年
十
月
七
日
】

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り
の
輸
入
物
資
に
対
す
る
別
口
外
国
為
普
貸
付
の
適
用
に
つ
い
て

日
本

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
新
迎
商
協
定
の
締
結
に
よ
り
木
年
七
月
乃
至
明
年
六
月
間
に
お
け
る

我
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り
の
輸
入
計
画
額
は
四

O
百
万
弗
と
な
っ
て
い
る
が
、

一
般
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
よ
り
の
輸
入
物
資
は
間
際
価
柑
よ
り
四
乃
一
金
五
%
程
度
割
高
で
あ
る
上
に
、
前
向
の

独
占
カ
が
強
〈
邦
阿
の
地
撤
締
弱
の
た
め
買
付
が
困
難
で
あ
る
こ
と
縛
の
た
め
、
現
状
の
備
で

は
央
隙
の
輸
入
制
は
こ

O
百
万
抑
制
何
度
に
止
ま
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
両
国
間
オ
ー
プ
ン
勘
定

は
若
し
く
我
閣
の
輸
出
超
過
と
な
る
倶
れ
が
あ
り
、
強
力
な
輸
入
促
進
策
を
椛
ず
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
右
輸
入
促
進
の
一
方
策
と
し
て
業
者
の
金
利
負
抱
の
軽
減
企
図

る
趣
旨
を
以
て
同
地
域
よ
り
の
主
要
物
資
の
輸
入
に
対
し
次
の
通
り
別
口
外
国
為
替
貸
付
を
適

用
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。

付
貸
付
対
象
及
び
則
間

貸
付
対
象
は
左
に
掲
げ
る
も
の
L
輸
入
に
伴
う
輸
入
手
形
等
決
請
資
金
又
は
送
金
資
金
と

し
、
貸
付
期
附
は
輸
入
手
形
等
到
着
後
又
は
送
金
後
(
送
金
が
船
秘
書
類
等
到
着
後
に
行
わ

れ
る
場
合
に
は
船
秘
書
知
暫
方
後
〉
夫
々
左
に
掲
げ
る
則
問
と
す
る
。

生

。

コ

ム

及

び

ラ

テ

ッ

ク

ス

六

ヶ

月

以

内

の

必

要

最

短

期

間

油
断
原
料
(
ヨ
プ
ラ
、
カ
ポ
ッ
ク
砲
、
パ
l

ム
油
)五

ヶ
月

六
ヶ
月

六
ヶ
月

六
ヶ
月

五
ヶ
月

務
花
生
、

， 
r 

同

内
砧
叩

h
u
a

刷

協

品

剥

，

ボ
ー
キ
サ
イ
ト

原
仙
及
び
問
製
品

木

材

金

制

年
二
分
(
業
者
負
担
年
一二
分
以
内
)

災

施

則

ノ
〆

， 
"" 

， 
〆

， 
'" 

同



木
措
置
は
昭
和
二
十
七
年
十
月
一
日
以
降
信
用
状
を
開
設
し
又
は
送
金
を
行
う
も
の
か
ら

適
用
す
る
。

【
昭
和
二
十
七
年
十
月
十
五
日
】

融
資
自
主
規
制
委
員
会
の
融
資
抑
制
方
針
に
つ
い
て

融
資
自
主
規
制
委
員
会
に
於
い
て
は
昨
年
七
月
発
足
と
同
時
に
不
要
不
急
資
金
の
抑
制
に
関

す
る
基
準
を
設
け
、
更
に
昨
年
十
月
長
期
設
備
資
金
の
融
資
抑
制
の
方
針
を
決
定
し
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
が
、
そ
の
問
時
日
の
経
過
に
伴
い
内
外
の
情
勢
も
変
化
し
た
の
で
、
今
般
こ
れ
ら

三
方
針
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
た
結
果
次
の
通
り
結
論
含
得
、
十
月
二
十
日
の
全
国
銀
行
協

会
聯
合
会
理
事
会
に
お
い
て
正
式
決
定
、
同
川口
各
地
銀
行
協
会
宛
通
知
し
た
。

付
不
要
不
急
資
金
の
融
資
抑
制

資
本
訴
積
の
尚
不
充
分
な
現
状
に
臨
み
必
要
資
金
・
議
保
す
る
た
め
、
不
要
不
利
震
金
を

抑
制
し
て
ゆ
ぐ
こ
と
は
必
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
従
来
の
方
針
セ
再
確
認
す
る
。

伺
長
期
設
備
覧
会
の
融
資
抑
制

緊
急
止
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
資
金
に
つ
い
て
例
外
を
認
め
る
外
は
全
面
的
に
今
迄

設
備
資
金
の
抑
制
の
方
針
を
と
っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
そ
の
後
の
内
外
情
勢
の
変
化
に
よ
り

産
業
界
に
於
付
る
全
般
的
な
設
備
拡
張
競
争
の
気
迫
も
弱
ま
る
と
共
に
他
方
新
に
防
衛
関
係

の
設
備
資
金
の
問
題
が
起
り
つ
L
あ
る
の
で
次
の
諸
点
に
つ
き
考
慮
す
る
。

的
中
小
企
業
の
設
備
資
金

中
小
企
業
〈
こ
の
場
合
は
資
本
金
若
し
く
は
出
資
金
が
一
千
万
円
以
下
の
法
人
又
は
個

人
と
す
る
〉
の
金
融
円
滑
化
に
多
少
で
も
資
す
る
た
め
、
用
途
が
不
要
不
急
と
思
わ
れ
る

も
の
以
外
の
も
の
は
融
資
抑
制
の
枠
外
と
し
(
融
資
最
高
限
度

一
千
万
円
以
下
て
こ
の
際

育
成
し
得
る
も
の
に
つ
い
て
は
考
慮
す
る
と
と
。

糾
緊
急
止
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
設
備
資
金

電
力
、
造
船
に
対
す
る
必
要
資
金
の
外
、
石
炭
、
鉄
鋼
等
の
設
備
の
近
代
化
乃
至
合
理

化
資
金
に
し
て
止
む
を
得
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
取
上
げ
る
と
と
L
す
る
。
し
か
し
、
設

備
の
新
設
及
び
拡
張
資
金
は
原
則
と
し
て
考
躍
し
な
い
。
.

判
防
衛
関
係
設
備
資
金

防
衛
関
係
財
政
措
世
乃
至
は
米
軍
発
位
の
規
模
と
も
に
ら
み
合
せ
現
夜
の
段
階
と
し
て

は
既
存
の
殻
描
の
補
修
乃
至
盤
側
で
間
に
合
う
程
度
の
資
金
に
と
ど
め
る
。

伺

同
本
開
発
銀
行
並
に
M
本
輸
出
入
銀
行
と
の
協
制
融
資

両
銀
行
と
の
協
訓
融
資
の
た
め
の
資
金
に
つ
い
て
は
従
来
よ
り
融
資
を
考
慮
し
て
来
た

総
務
部
短
信

昭
和
二
十
七
年
分

の
で
あ
る
が
ζ
れ
を
依
然
必
要
と
認
め
る
。

【
昭
和
二
十
七
年
十
月
二
十
五
日
M

十

月

別
口
外
国
為
替
貸
付
適
用
品
目
の
結
大
に
つ
い
て

重
要
物
資
輸
入
の
円
滑
化
を
図
り
、
併
せ
て
我
国
オ
ー
プ
ン
勘
定
収
支
尻
の
出
超
傾
向
を
是

正
し
協
定
貿
易
の
拡
大
均
衡
を
図
る
た
め
、
今
般
西
独
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス

エ
l
デ
ン
よ
り
の
加

里
也
の
輸
入
並
び
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
よ
り
の
羊
毛
、
皮
革
、
ケ
プ
ラ
チ
ヨ

・
エ
キ
ス
〈
鞍
剤
)
の

輸
入
に
つ
い
て
別

n外
国
為
替
貸
付
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
概
要
は
決
の
辿
り
で
あ
る
。

付
貸
付
の
対
政

西
独
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
エ
l
デ
ン
よ
り
の
硫
酸
加
旦
及
び
塩
化
加
盟
の
輸
入
地
び
に
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
よ
り
の
羊
毛
(
磁
現
金
決
済
に
よ
る
輸
入
の
場
合
を
含
む
〉
、
皮
革
、
ケ
ブ
ラ
チ

ヨ
・
エ
キ
ス
の
輸
入
に
伴
う
輸
入
手
形
決
済
資
金
文
は
送
金
資
金
と
す
る
。

向

貸

付

期

間

輸
入
手
形
到
着
後
文
は
送
金
後
(
送
金
が
船
積
書
類
等
到
着
後
に
行
わ
れ
る
場
合
に
は
船

積
書
類
等
到
着
後
)
夫
1
左
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。

硫

酸

加

里

五

ヶ

月

以

内
の
必
要
最
短
期
間

塩

化

加

里

六

ヶ

月

以

内

手

羊

毛

.

九
ヶ
月
以
内

長

皮

革

八

ヶ

月

以

内

手

ケ
ブ
ラ

チ

ヨ

・

エ

キ

ス

六

ヶ

月

以

内

手

間

金

刺
年
二
分
(
業
科
負
担
年
三
分
以
内〉

岡

突

施

矧

附
和
二
十
七
年
十
-
月
一
日
以
降
信
用
状
を
開
設
し
又
は
送
金
を
行
う
分
に
つ
き
適
用
す

る。

【
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日
】

十

二

月

日
本
長
期
信
用
銅
行
の
発
足

十
二
月
一
日
長
期
信
用
銀
行
法
の
施
行
に
伴
い
、

予
て
設
立
離
航
中
の
日
本
長
期
信
用
銀
行

六
二
五



イ寸

録

は
同
日
創
立
総
会
を
開
催
、

十
二
月
五
日
よ
り
業
務
を
開
始
し
、
又
同
日
附
を
以
て
本
行
本
時

と
同
行
本
応
と
の
聞
に
当
座
預
金
取
引
、
当
座
勘
定
付
替
取
引
、
手
形
貸
付
取
引
及
び
手
形
割

引
取
引
を
開
始
し
た
。

な
お
、
政
府
に
お
い
て
も
同
行
に
対
し
発
足
当
初
の
繋
ぎ
運
転
資
金
と
し
て
十
三
月
十
五
日

に
指
定
預
金
一

O
億
円
を
預
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

同
行
の
資
木
金
、
債
券
発
行
計
画
及
び
代
理
貸
付
等
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

付
資
本
金
一
五
億
円
(
授
権
資
本
二
、

二
五

O
百
万
円
)

優

先

株

見

返

資

金

引

受

七

五

O
百
万
円

普

通

株

金

融

機

関

引

受

三

O
九

手

事

業

会

社

長

四

三

九

・
一
五

個

人
予

一
・
八
五

計

七

五

O

ノ
/ "" ..，. 

， 
" 

(二1

債

券

発

行

差
当
り
毎
月
二

O
億
円
(
内
一

O
億
円
は
資
金
運
用
部
引
受
)
在
予
定
。

十
二
月
分
は
利
附
一
八
億
円
、
割
引
二
億
円
を
二
十
五
日
に
発
行
、
先
行
条
件
は
何
れ
も

興
業
般
券
並
と
な
る
見
込。

同

地
方
銀
行
の
代
理
貸

細
目
は
決
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
要
項
は
概
ね
次
の
通
り
と
な
る
棋
嫌
で
あ
る
。

州

五

O
沼
運
元
代
理
貸
付

債
券
応
募
制
の
五
O
勉
相
当
制
を
総
枠
(
枠
に
余
裕
が
あ
れ
ば
各
行
別
に
は
債
券
応
募

額
の
一

O
O
%ま
で
〉
と
し
て
地
方
銀
行
に
自
主
的
に
貸
付
を
行
わ
し
め
る
も
の
、
貸
出

則
限
三
年
以
内
、

利
来
日
歩
三
銭
二
匝

O
甲
方
式
全
街
地
銀
保
証
、
代
理
庖
手
数
料
年
三
分

O
乙
方
式
半
額
地
銀
保
証
、
代
理
問
手
数
料
年

一
分
五
厘

(但
し
、
中
小
企
業
信
用
保
険
の
対
象
と
な
る
貸
出
に
限
る
)

例
単
純
代
理
貸
付

長
期
信
開
銀
行
が
貸
付
先
の
審
査
笥
を
直
接
行
い
、
り
ス
ク
を
全
額
負
担
、
地
銀
は
単

に
窓
口
と
し
て
管
理
回
収
の
衝
に
当
る
に
止
ま
る
も
の
、
代
理
出
拍
手
数
料
年
一
分
。

・4

司
JH

h
H
"
"

rh

盛
岡

開
業
当
初
は
木
聞
の
み
と
し
、
明
年

一
月
二
十
日
前
後
に
大
阪
及
び
札
幌
に
支
出
凶
を
聞
殻

(問)

ムハ一一ムハ

す
る
予
定
。

な
お
、
日
本
興
業
銀
行
も
十
二
月

一
日
附
を
以
て
長
期
信
開
銀
行
に
転
換
し
た
。
右
に
伴
う

業
務
自
体
の
主
な
る
変
更
は
預
金
が
取
引
先
預
会
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
及
び
期

限
六
ヶ
月
以
下
の
知
期
貸
出
は
「
預
金
及
び
預
金
に
準
ず
る
も
の
」
の
金
額
の
限
度
内
に
お
い
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
よ
る
影
響
は
極
め
て
軽
微
の

見
込
で
あ
る
。

【
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
五
日
】

日
本
銀
行
券
の
発
行
限
度
の
改
訂
等
に
つ
い
て

日
本
銀
行
券
発
行
限
度
は
昨
年
末
四
、
七
O
O億
円
に
改
訂
せ
ら
れ
て
以
来
据
置
か
れ
て
い

た
が
、
最
近
に
お
け
る
銀
行
券
発
行
高
は
、
昨
年
の
水
準
に
比
べ
約
四
|
五
O
O億
円
を
増
加

し
て
い
る
た
め
、
十
月
末
前
後
の
五
日
開
発
行
限
度
合
超
過
し
た
ほ
か
、
十

一
月
二
十
八
日
以

陣
は
当
月
に
入
っ
て
も
引
統
き
限
度
超
過
の
ま
ま
推
移
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
明
年
に
か

け
て
も
限
外
発
行
は
当
分
継
続
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
に
至
っ
た
c

政
府
に
お
い
て
は
右
の
通
貨
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
十
二
月
五
日
本
行
政
策
委
員
会
に
諮

問
し
た
後
九
日
の
閣
議
に
お
い
て
日
本
銀
行
券
発
行
限
度
を
五
、
一

O
O億
円
に
改
訂
し
、
十

二
月
十
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

な
お
、
日
木
銀
行
券
保
瓶
物
件
の
保
証
充
当
限
度
も
、
最
近
木
行
手
持
国
債
の
増
加
、
一

般

貸
付
金
の
減
少
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
政
附
関
係
枠
が
窮
屈
と
な
っ
た
の
で
、
銀
行
券
発
行
限

度
の
改
訂
と
同
鮪
に
七
、
五

O
O億
円
(
民
間
関
係
枠
四
、
四

O
O佑
円
|
据
置
但
し
手
形

て

二
O
O億
円
引
上
げ
、
一
般
貸
付
金
八

0
0・艇
円
減
制
、
外
貨
償
椛
四
O
O他
円
減
額
。

政
府
関
係
枠
一一一
、

一
O
O億
円

l
一
、
凹
O
O他
円
引
上
げ
(
国
債
))に
引
上
げ
ら
れ
た
。

【
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
】

明
年
度
に
お
け
る
農
業
手
形
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

農
業
手
形
制
度
に
つ
い
て
は
本
年
度
こ
れ
を
実
施
す
る
に
当
り
、
麦
の
統
制
撤
・廃
及
び
米
の

統
制
緩
和
に
対
処
す
る
た
め
出
家
の
借
入
方
式
を
同

一
部
滞
納
借
入
農
家
五
人
以
上
の
連
帯
借

入
に
改
め
決
済
の
確
保
を
図
る
こ
と
与
し
た
が
、
そ
の
実
施
状
況
は
概
ね
円
滑
で
、
そ
の
決
済

も
米
の
出
廻
り
と
と
も
に
順
制
に
進
捗
し
て
い
る
実
情
に
め
る
。
明
年
度
に
お
い
て
米
の
統
制

が
ど
う
な
る
か
予
測
困
掛
で
あ
る
が
本
制
度
自
体
は
既
に
米
の
供
出
制
度
の
廃
止
に
も
対
処
し

得
る
よ
う
改
正
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
改
正
を
嬰
す
る
点
も
特
に
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
現
行

制
度
な
引
続
き
明
年
度
に
お
い
て
も
実
施
す
る
こ
と
与
な
っ
た
。

な
お
、
刷
版
業
手
形
の
市
中
貸
出
金
利
の
最
高
限
度
に
つ
い
て
も
現
行
通
り
左
に
よ
り
指
導
す



る
こ
と
L
な
っ
た
。

農
業
協
同
組
合
、
小
売
業
者

信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
銀
行

農
林
中
央
金
庫

日
歩
二
銭
五
厘

日
歩
二
銭
=
厘

日
歩
二
銭

【
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
】

昭
和
二
十
八
年
分

月

「
農
林
漁
業
金
融
公
庫
法」
の
成
立
に
つ
い
て

農
林
漁
業
資
金
融
通
特
別
会
計
の
貸
付
金
微
増
大
に
伴
い
、
こ
れ
を
独
立
の
政
府
金
削
機
関

の
手
に
移
し
管
理
の
万
全
を
期
す
る
等
の
飽
回
日
か
ら
政
府
に
お
い
て
は
予
て
よ
り
農
林
抑
業
金

融
公
庫
の
設
立
を
検
討
し
て
い
た
が
、
今
般
「
農
林
漁
業
金
融
公
庫
法
」
が
国
会
を
通
過
し
た
の

で
愈
々
来
る
四
月
一
日
か
ら
同
公
庫
が
発
足
す
る
こ
と
L
な
っ
た
。

右
法
律
の
要
項
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

付

目

・

的

農
林
ぬ
業
金
融
公
庫
は
農
林
、
油
業
者
に
対
し
農
林
漁
業
の
生
産
力
の
維
持
増
進
に
必
要
な

長
期
且
つ
低
利
の
資
金
で
農
林
中
金
そ
の
他
一
般
の
金
融
機
関
が
融
通
す
る
こ
と
を
困
難
と

す
る
も
の
を
融
通
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

同

資

本

金

農
林
漁
業
資
金
融
通
特
別
会
計
の
廃
止
の
際
に
お
け
る
資
産
の
価
額
か
ら
負
債
の
金
額
を

差
引
い
た
額
(
概
ね

一
五
五
億
円
)
と
開
銀
か
ら
本
継
す
る
見
返
資
金
特
別
会
計
の
農
林
水
産

業
へ
の
貸
付
債
権
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

同

業

務
農
業
(
畜
産
業
及
び
養
蚕
業
を
含
む
)
、
林
業
、
漁
業
、
塩
業
を
営
む
者
又
は
こ
れ
ら
の
者

の
組
織
す
る
法
人
に
対
し
左
に
掲
げ
る
資
金
を
貸
付
け
る
こ
と
を
業
務
と
し
、
当
初
予
定
さ

れ
て
い
た
債
務
保
証
業
務
は
行
わ
な
い
こ
と
、み
す
る
。

附
農
地
又
は
牧
野
の
改
良
、
造
成
文
は
復
旧
に
必
要
な
資
金

制
造
林
に
必
要
な
資
金

付
森
林
の
立
木
の
伐
採
制
限
に
伴
い
必
要
な
資
金

総
務
部
短
信

昭
和

二
十

λ
年

分

同
門
林
道
の
改
良
、
造
成
又
は
復
旧
に
必
要
な
資
金

例
蹴
港
施
設
の
改
良
、
造
成
、
復
旧
又
は
取
得
に
必
要
な
資
金

付

製
織
施
設
の
改
良
、
造
成
又
は
復
旧
に
必
要
な
資
金

的

農
林
漁
業
者
の
共
同
利
用
に
供
す
る
施
設
の
改
良
、
造
成
、
復
旧
文
は
取
得
に
必
要
な

資
金

閉

そ

の

他
農
林
協
議
の
生
産
力
の
維
持
増
進
に
必
要
な
施
設
の
災
害
復
旧
に
必
要
な
資
金

で
あ
っ
て
主
務
大
臣
の
指
定
す
る
も
の

同
開
銀
及
び
農
林
中
金
か
ら
の
貸
付
金
債
権
の
意
継
及
び
龍
受

公
庫
は
特
別
会
計
の
権
利
義
務
官
京
継
す
る
外
、
開
銀
及
び
農
林
・
中
金
か
ら
左
の
貸
付
金

償
掘
を
承
継
又
は
髄
受
け
る
。

。

附
開
銀
か
ら
の
示
継

・

.

ω
見
返
資
金
の
農
林
水
産
業
へ
の
貸
付
金
債
権
約
六

O
O百
万
円

問

視

金

関

係

の

手

手

約

一

o
o
ty

問
開
銀
プ
ロ
パ
l
の

手

長

約

五

手

同
農
林
中
金
か
ら
の
諮
受

昭
和
二
十
三
年
農
林
中
金
に
お
い
て
実
施
し
た
農
林
漁
業
に
対
す
る
復
興
融
資
に
よ
る

貸
付
金
債
権
ハ
残
高
約
一

O
億
円
l
融
資
総
額
約
二

O
億
円
)

伺

借

入

金

公
庫
は
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
政
府
(
資
金
運
用
部
又
は
見
返
資
金
〉
か
ら
資
金
の
借

入
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
外
、
外
国
の
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
か
ら
外
貨
資
金
の
借
入
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【昭
和
二
十
八
年
一
月
五
日
】

中
小
漁
業
融
資
保
証
法
に
つ
い
て

中
小
総
業
者
の
漁
業
経
営
に
必
要
な
資
金
の
融
過
を
円
滑
に
し
、
中
小
漁
業
の
振
興
を
図
る

目
的
を
以
て
中
小
漁
業
融
資
保
証
法
が
公
布
施
行
(十
二
月
ご
十
七
日
)
さ
れ
た
が
木
法
の
内
容

は
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。

付
漁
業
協
同
組
合
等
の
中
小
漁
業
者
及
び
地
方
公
共
団
体
を
会
員
と
し
、
原
則
と
し
て
県
単

位
に
漁
銭
信
用
基
金
協
会
を
殻
立
す
る
。

同
漁
業
信
用
基
金
協
会
の
行
う
債
務
保
証
の
対
訟
資
金
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

刷

会
員
で
あ
る
漁
業
協
同
組
合
が
そ
の
組
合
員
の
中
小
漁
業
者
に
対
し
そ
の
漁
業
経
営
に

必
要
な
資
金
を
貸
付
け
る
た
め
に
必
要
な
資
金

六
二
七


